海外渡航誓約書
（海外派遣プログラム用）


国立大学法人東京海洋大学　　　　　　　　　　学部長　殿
　　　　　　　大学院海洋科学技術研究科長　殿

私は、東京海洋大学（以下「本学」という。）の実施する海外派遣プログラム（※）への参加に当たり、渡航先国・地域では自分自身で安全を確保しなければならないことを理解し、自覚と責任を持って、安全と健康に十分な注意を払うとともに、下記の事項について誓約します。

（※）参加する海外派遣プログラム
　１．学生交流協定に基づく交換留学
　　（渡航先国・地域：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（渡航先大学等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　２．オケアヌスプラスプログラム（　STP　・　IJP　・　DDP　）※いずれか一つに丸を付す
　　　（渡航先国・地域：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　（渡航先大学等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　３．その他のプログラム
（プログラム名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（渡航先国・地域：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（渡航先大学等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　
記

以下事項を熟読・理解し、誓約する場合は□にチェック（✓）を記入してください。すべての事項にチェックが記入されていない場合、渡航は認めません。

□１．プログラムの趣旨を十分理解し、派遣先大学等において学業や研修に精力的に取り組みます。
□２．渡航に必要な各種手続き及び費用の支払いは、自己の責任で指定された期日までに完了します。
□３．渡航先国・地域の法令及び派遣先大学等の規則を遵守します。
□４．渡航先国・地域及び派遣先大学等が定める感染症対策に従います。また、当該感染症対策に必要な経費は自己で負担することを承諾します。
□５．「東京海洋大学海外渡航安全ガイド」を熟読し、遵守します。
□６．心身ともにプログラム参加及び外国での生活に適応可能な健康状態でプログラムに参加します。なお、渡航中にプログラム参加又は外国での生活が困難な健康状態であるとの医師等の診断を受けた場合は、プログラムを辞退し、すみやかに帰国します。その際に発生する追加費用（返還されなかった支払い済みの各種費用含む。以下同じ。）については、自己で負担することを承諾し、賠償請求はいたしません。
□７．父母等にプログラムの趣旨・目的を説明し、本誓約書の記載内容の全てについて理解を得た上で、私のプログラム参加による海外渡航に対して同意を得ています。
□８．渡航中は、滞在地を所管する在外公館（大使館又は総領事館）のホームページ、外務省海外安全ホームページ、本学及び派遣先大学のホームページを随時確認し、最新の情報の入手に努めます。
□９．渡航中は、本学事務局、指導教員、派遣先大学窓口教員からの連絡を受け取れる複数の体制（電子メール、携帯電話）を確保し、連絡を受け取った場合はすみやかに返信、回答します。
□10．渡航中は、アルバイト等いかなる形態の就労もいたしません。
□11．外務省が定める「危険情報」及び「感染症危険情報」のレベル引き上げ・引き下げに関わらず、感染症感染拡大や治安の悪化等に伴う安全確保のため、本学がプログラムの日程変更又は中止を決定し、帰国を指示した場合は、その指示に従いすみやかに帰国します。なお、プログラムの中止や早期帰国に伴い発生する追加費用については、自己で負担することを承諾し、賠償請求は致しません。
□12．プログラムの中止又は終了に伴い帰国する際は、日本政府が定める各種水際対策及び本学が定める帰国時の手続きを遵守するとともに、対応に必要な経費は自己で負担することを承諾します。
□13．以上の事項に違反したことによる、プログラムへの参加資格の取消し、プログラムの中止決定・帰国指示にはすみやかに従います。またその際に発生する追加費用は自己で負担することを承諾し、賠償請求はいたしません。


[bookmark: _Hlk68876598]＜本人署名欄＞
（記入年月日）　　　　　　年　　　月　　　日
学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所　　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名（自筆）　　　　　　　　　　　　　　　


＜父母等の同意署名欄＞
私は、（学生氏名）　　　　　　　　　　がプログラム参加のために海外渡航することに対して、
上記記載事項の全てを了承した上で、父母等として同意します。
（記入年月日）　　　　　　年　　　月　　　日
父母等氏名（自筆）　　　　　　　　　　　　　　　(学生との関係：　　　　　)
　※「父母等」とは、学生を監督・支援する立場にあり、原則として父母又はこれに準じ、日本国内に居住する方とします。

＜緊急連絡先＞
日本国内住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本国内電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
メールアドレス（渡航先で使用するもの）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
